
 

令和４年度文化芸術による子供育成推進事業－巡回公演事業－ 

ワークショップ実施計画書 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 落語と紙切り 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



タイムスケジュール（標準） 

《午前実施（８時４５分開演）の場合》 

舞台準備 ７：１５～８：３０  （開演の１時間３０分前） 

客入れ（入場） ８：３０～８：４５ （開演の１５分前） 

ワークショップ ８：４５～１０：００ 

片付け、打合せ １０：００～１１：００ （終演後１時間程度） 

 

《午後実施（１３時３０分開演）の場合》 

舞台準備 １２：００～１３：１５  （開演の１時間３０分前） 

客入れ（入場） １３：１５～１３：３０ （開演の１５分前） 

ワークショップ １３：３０～１４：４５ 

片付け、打合せ １４：４５～１５：４５ （終演後１時間程度） 

 

※会場の構造により、片付け終了が遅くなる可能性があります。 

 

 

派遣者数 

出演者２名［落語家１名（若手落語家）、林家八楽（紙切り）１名］ 

スタッフ２名 

計４名 

 

 

学校における事前指導 

事前の準備、指導は特に有りません。 

  



 

 

令和４年度文化芸術による子供育成推進事業－巡回公演事業－  

本公演実施計画書 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 落語と紙切り 

 

演目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



派遣者数 

出演者：４名［落語家２名、色物２名］ 

スタッフ：２名 

合計：６名 

 

タイムスケジュール（標準） 

《午後実施（１３時３０分開演）の場合》 

舞台準備      ９：００～１２：００ 

出演者到着     １１：３０ 

客入れ（入場）   １３：１５～１３：３０ 

公演         １３：３０～１５：００ 

バラシ（片付け）  １５：００～１６：３０ 

 

※会場の構造により、片付け終了が遅くなる可能性があります。 

 

 

実施校への協力依頼人員 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



演目解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



児童生徒の公演への参加方法、公演に参加させるための工夫 

＜ワークショップ＞ 

 落語と紙切りの二つの体験をイーブンに構成、全員が参加できる体験にしました。 

 また紙切りで蝶々を創作していただき、そして一つの作品に仕上げます。 

 

＜本公演＞ 

 「紙切り大喜利」のコーナーで生徒さんによる紙切り発表 

 

 

児童生徒とのふれあい 

過去の実績ノウハウを生かして、様々な工夫を凝らしています。 

様々な角度から落語や紙切りを体験・・・・ 

「見る・聴く」に加えて「体験」をしていただく為、以下の様な要素を盛り込んでいます。 

・落語の仕草の体験 

 児童・生徒さん全員に、落語家さんが実際に使用する本物の扇子と手ぬぐいをお配りします。 

 2班に分かれ、それぞれの班が違う仕草を体験。片方が演じ（体験）ているのを鑑賞します。 

・紙切りの体験 

 まずは紙切りのお手本を見ていただき、やり方を学びます。その後、みんなで「蝶々」を切って

みます。切った紙切りの蝶々は、台紙にそれぞれで貼付け、会場の体育館を飾ります。 

 また、本公演の紙切り大喜利では、児童・生徒さんの代表の方にステージ上で紙切りを実演し

ていただきます。 

 

 


